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学校教育

タブレットを授業でどのよ
うに活用していますか ?

後藤校長　タブレットは全児童に
配布しており、低学年では主に写
真を撮ったり、中学年では検索エ
ンジンを使って調べ物をしたりす
ることに活用しています。高学年
の算数の授業では、ノートに書い
た自分の考えを撮影し、クラスで
共有したり、総合的な学習の時間
では、石人山古墳についてプレゼ
ンテーションしたりするなど、発
達段階に応じて活用の仕方を工夫
しています。毎朝 15分間、全児
童が基礎学習の定着に取り組むス
キルタイムでは、ミライシードと
いうソフトを使ってドリル学習も
行っています。

永田教諭　体育の授業で児童に跳
び箱やマット運動を教えるときに
は、指導員が事前に演技を撮影し、
それを児童に見せることで、動き
のイメージをとらえやすくするこ
とが可能です。自分の演技を撮影
し、修正点を確認させることで、
児童自身の技の向上にもつながり
ます。図工の授業では、自分の作
品を撮影し、クラス全体で鑑賞し
ています。

タブレットを使って良かっ
た点を教えてください。

永田教諭　児童が撮影した活動の
動画や作成した作品を一括してサ
ーバーに保管できるので、以前よ
り評価をしやすくなりました。

 ICT 教育を通して、児童は
どう変わりましたか ?

後藤校長　これまで先生に指示さ
れて活動することが多かった児童
が、進んで自分の活動を振り返っ
たり、発表したりすることができ
るようになってきました。授業だ
けでなく、ほかの活動や遊びにお
いても積極性や自主性が高まって
いるように感じます。タブレット
を使うことはもちろん大切です
が、使うことによって得られる利
点を生かし、今年度の重点目標で
ある「自ら考え、実践する子ども
の育成」に努めていきたいと思い
ます。
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下広川小学校
タブレットを活用した ICT 教育を進めている下広川小学校。
後藤校長(写真右)とICT教育推進担当の永田教諭(写真左)
に話を伺いました。

町内の
小中学校を
ご紹介②

タブレットで学習する児童
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これまでの生徒会の活躍に
ついて教えてください。

古川校長　5月の体育大会に向け
て、生徒会はスローガン「繋

つなぐ
」を

発表し「友達同士がより強くつな
がり、一つの集団になってほしい」
という願いのもと、準備を進めて
きました。そんな中、緊急事態宣
言が出され、体育大会はやむなく
中止に。しかし、何とかかたちに
していこうと、学年ごとに簡素化
した取り組みが行われました。中
体連大会の出発時には、生徒会や
文化部の生徒が横断幕を掲げなが
ら見送りをし、「繋」に込めた思
いを広げる姿もみられました。オ
ンラインで中体連大会の激励会や
生徒総会も開催されています。

今年度生徒会が特に力を入
れている活動は何ですか？

髙鍋さん　あいさつ運動です。あ
いさつは人と人がつながる大切な
コミュニケーション。そこで、広
川中学校では 5S（stop= 立ち止
まって、smile= 笑顔で、spark=
明るく元気に、speed= 相手より
先に、sprit= 心をこめて）のあい
さつ＋ 1（プラスワン・大きな声
で）を意識して、あいさつ運動に
取り組んでいます。ほかにも、今
後はタブレットを使ったオンライ
ンでの集会や会議が増えると思う
ので、画面上で伝達している人の
背景を広中らしいデザインにアレ
ンジするなど、新たな取り組みも
考え中です。

今年度の生徒会のスローガ
ンは何ですか ?

弥吉さん　「挑
いどむ

�～失敗を恐れずさ
らなる挑戦を～」です。「挑」と
いう言葉には、自分から積極的に
行動するという意味があり、生徒
一人ひとりが積極的に行動するこ
とで、かっこいい広中生、そして
活気あふれる広川中学校になると
考えました。しかし、失敗を恐れ
ず挑戦するには、挑戦する人を応
援・サポートできる環境が必要で
す。私たち生徒会は、そのような
温かい広中を目指します。新たな
ことに挑戦しないことには何も変
わりません。失敗を恐れず、さら
なることに挑戦していきたいと思
います。

広川中学校
広中キャラクターの製作など、常に新しいことに挑戦する広川
中学校。古川校長 ( 写真左 )と生徒会長の髙鍋さん ( 写真中
央 )、副会長の弥吉さん (写真右 )に話を伺いました。
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オンラインで生徒総会をする生徒 中体連大会時に選手を見送る生徒会と文化部員

広中キャラクター
ひろっぱちゃん




